

































（Lopes, Salovey, Coté, & Beers, 2005; Perera & 




























































































































Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ
 1 私は何かあった時に，自分がどうしてそんな気持ちになったのかわかる。 .77
 5 私は，今すごくうれしいとかつらいとか，自分のいろいろな気持ちをよくわかっている。 .77
 9 私は，何か起こった時には，その時の自分の気持ちをよくわかっている。 .81
13 私は，自分の気分がいい時や，いやだなと思う時がいつもわかっている。 .75
 2 友だちの行動を見れば，その友だちが今どんな気持ちなのかがいつもわかる。 .83
 6 まわりの友だちがみんな今どんな気持ちなのか，いつもみんなを見て気にかけている。 .84
10 友だちの気持ちをすぐに感じとることができる。 .88
14 何か起こった時，まわりの友だちがどうしてそんな気持ちになっているのかがいつもわかる。 .90
 3 何かする時にはいつも，目標を立てて，それが達成できるように一生懸命がんばる。 .75
 7 自分は，よくできる，がんばればできる人だと，いつも自分に言いきかせている。 .81
11 自分はやる気のある人だ。 .82
15 いつも何かする時には自分をはげまして，全力でがんばるようにしている。 .91
 4 私は，むずかしい問題が起こった時でも，自分の気持ちをおさえて，きちんと解決できる。 .79
 8 私は，自分の気持ちをコントロールするのが苦手だ。 .40
12 はらが立って，気持ちが高ぶっていても，すぐおちつきを取りもどすことができる。 .82
16 自分の気持ちをうまくコントロールできている。 .85
因子間相関 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ
Ⅰ ― .96 .96 ,89































































第 4回 受動的に聴く 自分の気持ちや意見などを言う前に，まずは相手の気持ちを受け止
めたうえで，うなづきやあいづち，質問などを用いて，相手が気持
ちを話しやすいようにする話の聴き方を学ぶ。






























































な主効果が認められ（F（2, 92）＝2.49, p＝.1, 
偏η2＝.05），多重比較の結果，Pre時点，FU
時点は Post時点よりも有意に得点が高かった




F（2, 92）＝2.62, p＝.08, 偏η2＝.05;情動の利用





















































（17.01）  .13 .00




（  .77） 2.62
† .05 Pre, FU＞Post




（  .79） 1.85 .04




（  .91） 2.46
† .05 Pre＞FU




（  .96） 1.12 .02
Note：（　）内は標準偏差を示す。　†p＜ .1





























果が認められた（情動知能高群 F（2, 38）＝5.15, 
p＝.01, 偏η2＝.21; 情動知能低群 F（2, 8）＝3.98, 
p＝.06, 偏η2＝.50）。また，それら 2群の「自
分の情動の調整」においても有意傾向で主効
果が認められた（情動知能高群 F（2, 38）＝3.54, 
p＝.04, 偏η2＝.16; 情動知能低群 F（2, 8）＝4.00, 
p＝.06, 偏η2＝.50）。また，他者理解・情動調
整低群の「情動の利用」（F（2, 18）＝3.98, p＝.04, 
偏η2＝.31）および「自分の情動の調整」（F（2, 
18）＝3.05, p＝.07, 偏 η2＝.25），自己効力感・
情動調整低群の「自分の情動の評価と表出」に
おいても統計的に有意あるいは有意傾向で主





向が認められた（Pre＞Post, p＝.05； Pre＞FU, 
Table 4　学校環境適応感と情動知能の 3時点における相関
事前（Pre） 事後（Post） フォローアップ（FU）
1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4
生活満足感 .41＊＊ .33＊＊ .39＊＊ .45＊＊ .37＊＊ .45＊＊ .53＊＊ .49＊＊ .33＊＊ .37＊＊ .59＊＊ .56＊＊
教師サポート .26† .25† .33＊＊ .25† .29＊＊
友人サポート .50＊＊ .37＊＊ .39＊＊ .34＊＊ .42＊＊ .44＊＊ .48＊＊ .38＊＊ .32＊＊ .32＊＊ .48＊＊ .43＊＊
向社会的スキル .46＊＊ .47＊＊ .36＊＊ .33＊＊ .42＊＊ .56＊＊ .43＊＊ .42＊＊ .35＊＊ .65＊＊ .62＊＊ .62＊＊
非侵害的関係 .27† .39＊＊ .31＊＊ .30＊＊
学習的適応 .48＊＊ .47＊＊ .30＊＊ .55＊＊ .44＊＊ .48＊＊ .59＊＊ .35＊＊ .25† .41＊＊ .33＊＊ .58＊＊
Note: 1＝ 自分の情動の評価と表現　2＝他人の情動の評価と認識　3＝情動の利用　4＝自分の情動の調整 を示す 
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